
朝霞市みどりの基本計画
令和６年度 第１回 生物多様性市民懇談会

資料１
「朝霞市みどりの基本計画の策定概要」
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令和６年１０月７日

（１） 計画改定の背景と目的

朝霞市は、都心から約20km圏内にありながら、武蔵野の

面影を感じさせる豊かなみどりや水辺が分布し、自然に恵ま

れた住みやすいまちです。

みどりは、暮らしにうるおいや安らぎを与えてくれるほか、

農業生産の場や生き物の棲みかとなり、自然災害や都市気象

を緩和するなど、様々な役割を果たしています。近年では、気

候変動等を始めとした災害リスクの高まり、人口減少・少子高

齢化の進展、地域経済の停滞、自然環境の劣化などの多様な

課題に対し、自然の持つ多機能性やしなやかな回復能力など

の特性を賢く活用するまちづくりの手法「グリーンインフラ」が

世界的に広がっています。
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本市においては、現行の「朝霞市みどりの基本計画」のもと、

貴重な緑地の保全や公園整備、民有地の緑化、郷土のみどり

を活かしたイベントの開催など、市内のみどりの保全や育成に

努めてきたところですが、良好な居住環境を有する本市では、

開発などにより身近なみどりが徐々に失われつつあり、都市

の発展と自然環境保全との調和が大きな課題になっています。

現行のみどりの基本計画におきましては、令和７年度を計

画最終年次としていることから、これまでの計画の達成度と

施策の検証、緑地データの更新を行うとともに、「総合計画」

や「都市計画マスタープラン」等の関連計画と整合をとりなが

ら、更なる緑化の推進と保全を図ることを目的として、計画改

定を進めるものです。

（１） 計画改定の背景と目的 （つづき）
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図 計画改定の視点（案）

緑の基本計画を取り巻く潮流

ネイチャーポジティブ、30by30、

グリーンインフラといった

生物多様性保全に関わる潮流への対応

都市緑地法改正への対応

（平成29年：民間活力を取り込み、緑の

整備保全を効果的に推進）

（令和6年：貴重な都市緑地の保全更新に

係る制度拡充、都市環境整備への民間投

資呼び込み等）

都市公園の柔軟な管理運営のあり方に

関する検討会提言への対応

グリーンインフラとしての保全利活用、

利用ルール弾力化、担い手拡大と共創、

自主性・自立性の向上、公園DX推進等

潮流からみた計画改定上の課題

緑地政策検討における

エビデンス強化が必要

樹林管理はどうあるべきかの

合意形成が必要

都市公園を使いこなすことが必要

みどり政策の推進や維持管理業務への効

率化に向けたまちづくりDXへの対応が

必要

（１） 計画改定の背景と目的 （つづき）



① 「緑の基本計画」とは

「緑の基本計画」とは、都市緑地法第４条に基づき、都市にお

けるみどりの保全や緑化に関する取り組みを進めるための目

標や施策等を定めるものです。緑地の保全、公共施設や民有

地の緑化、公園の整備・管理など、市内のみどり全般を対象と

して、市民の身近にある水やみどり、生きものと調和したまち

づくりを進めていくための基本となる計画です。

本市では、平成28年に改定された現行計画より「みどりの

基本計画」の名称としています。

（２） 朝霞市みどりの基本計画の位置づけ
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② 計画の位置づけ

本計画は、本市のみどりにかかわる総合的な計画です。

朝霞市総合計画を上位計画とし、都市計画マスタープランなど、

まちづくりに関連する様々な計画と整合を図ります。

朝霞市都市計画

マスタープラン

（令和6年度改定予定）

朝霞市景観計画

（令和4年3月）

第3次朝霞市

環境基本計画

（令和4年3月）

朝霞市
みどりの基本計画

朝霞市産業振興基本計画
（平成31年3月）

朝霞市地域防災計画
（令和5年3月）

朝霞市基地跡地公園・
シンボルロード整備基本計画

〔改訂版〕
（平成30年4月）

等

適合

第5次朝霞市総合計画（平成28年4月施行）

第6次朝霞市総合計画（令和7年度改定予定）

即す

調和

調和

調和

図 計画の位置づけ

（２） 朝霞市みどりの基本計画の位置づけ
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③ 計画期間

計画期間は、中長期的な展望を見据えつつ、

令和8（2026）年度から令和17（2035）年度までとします。

④ 対象区域

対象区域は、朝霞市の都市計画区域（本市全域）とします。

（２） 朝霞市みどりの基本計画の位置づけ
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⑤ 検討体制

改定にあたっては、「朝霞市緑化推進会議」に諮問し、答申をいただきます。

また、庁内会議として「朝霞市緑の基本計画庁内検討委員会」を設置し、

計画案の報告や関連計画との調整を図ります。

なお、市民アンケート調査やワークショップを行うとともに、パブリックコ

メント等を実施することにより、市民意見を反映します。

図 策定体制図

原案 決定

答申

諮問

情報

共有

朝霞市

意見

聴取

活動団体の

参加
市民参画

（委員公募）

市民、学識者、各種団体

意見交換

市 民

朝霞市緑の基本計画

庁内検討委員会

事務局

意見

提案

市 長朝霞市緑化推進会議

朝霞市生物多様性

市民懇談会

・ワークショップ

・市民アンケート

・パブリックコメント

（２） 朝霞市みどりの基本計画の位置づけ
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⑥ 計画改定のスケジュール

（２） 朝霞市みどりの基本計画の位置づけ

図 計画のスケジュール（予定）

計画改定のスケジュールは

右図のように予定しています。
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① 「みどり」と「緑地」について

本計画が対象とする「みどり」は、樹木や草花等に加えて、農地や河川、

公園等まで幅広く、市が管理する緑だけでなく、民間事業者の敷地や個人

の住宅等の緑も含めるものとします。

また、「みどり」のうち、法的に、または社会通念上永続性が担保されて

いるものを「緑地」とし、緑地率など量的目標の対象としています。

（３） 「みどり」とそのはたらき

都市公園法に規定するもの

（街区公園、近隣公園、地区公園、歴史公園、都市緑地）

児童遊園地、公的市民農園、公的緑地、街路樹、

公的レクリエーション施設及び公共的施設の緑被地

社寺・墓地の緑被地

荒川近郊緑地保全区域（首都圏近郊緑地保全法）、

特別緑地保全地区（都市緑地法）、

生産緑地地区（生産緑地法）、

河川区域（河川法） 等

・保護地区（市条例）、

・天然記念物/史跡等のうち緑地として扱える文化財 等

み
ど
り

緑 地

施設緑地

地域制

緑地

都市公園

公共施設緑地

民間施設緑地

都市公園

以外

法による

もの

条例等に

よるもの

その他

永続性が
担保された

みどり

「緑地」に含まれない農地や樹林地、草地、民有地の植栽 等

図 本計画における「みどり」と「緑地」
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② 「みどり」のはたらき
みどりは、次のような機能を持ち、私たち人間や生きものの暮らしを支える

とともに、朝霞市の街の魅力の向上に貢献しています。

（３） 「みどり」とそのはたらき

このようなみどりの持

つ様々な機能を活かし

て、街づくりにおける課

題解決を図る取り組み

を「グリーンインフラ」と

呼びます。

図 朝霞市におけるグリーンインフラによる街づくりのイメージ
11

みどりと緑地の現況

12



13

１ みどりの現況

（１）市全域の緑被面積及び緑被率の経年変化

令和5（2023）年の朝霞市の現況の緑被地面積は、638.32ha（緑被率34.80％）でした。

緑被率は、昭和48（1973）年から平成20（2008）年にかけて減少し、平成25（2013）年に
は37.54％に上昇しています。原因として、平成20（2008）年までは対象とする面積が25㎡
でしたが、平成25（2013）年からは対象とする面積が10㎡となり、より詳細な緑被を抽出す
ることが可能となったことから、緑被率が上昇したものと考えられます。

しかし、平成30（2018）年以降の緑被率をみると、平成30（2018）年は平成25（2013）
年と比較し1.44％減少、令和5（2023）年では平成30（2018）年と比較し1.30％減少して
います。これは、本市が首都圏に位置しており、人口増加や都市化の進展により緑地の量が減
少しているものと考えられます。

表 市全体の緑被地面積及び緑被率の経年変化

 昭和 48 年 

（1973） 

昭和 53 年 

（1978） 

昭和 58 年 

（1983） 

昭和 63 年 

（1988） 

平成 4 年 

（1992） 

緑被地面積（ha） 911.28 786.68 793.49 728.64 721.17 

緑被率（％） 49.75 42.95 43.32 39.78 39.37 

  平成 15 年 

（2003） 

平成 20 年 

（2008） 

平成 25 年 

（2013） 

平成 30 年 

（2018） 

令和 5 年 

（2023） 

緑被地面積（ha） 613.95 610.72 689.98 661.99 638.32 

緑被率（％） 33.52 33.34 37.54 36.10 34.80 

 ※昭和48年から平成20年までについては、総面積を18.317ｋ㎡として緑被率を計算しています。
平成25年は総面積を18.38k㎡、平成30年以降は18.34ｋ㎡で緑被率を計算しています。

出典：R5年緑被率経年変化調査報告書（朝霞市）
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１ みどりの現況

（１）市全域の緑被面積及び緑被率の経年変化

図 市全体の緑被率の推移

出典：R5年緑被率経年変化調査報告書（朝霞市）
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１ みどりの現況

（２）緑被区分による緑被面積の経年変化

緑被地分類（7区分）の面積は、昭和48（1973）年から継続して｢農地（C）｣が最も多く、次い

で「公共的施設以外の草地（B2）」の順となっています。一方、上位3位以降は年度によって異
なり、平成4年は「林地（A1）」、平成15（2003）年と平成20（2008）年は「公共的施設の草地
（B1）」、平成25（2013）年以降は「公共的施設の樹林樹木（A2）」が第3位となっています。

「農地（C）」の面積は、確実に減少傾向にあります。

なお、平成30（2018）年から令和5（2023）年において、「公共的施設の樹林樹木（A2）」と
「公共的施設以外の樹林樹木（A3）」が増加していますが、これは樹木が成長繁茂したことが影
響しているほか、市民や事業者による緑化意識の高まりも影響していると思われます。

表 緑被区分による緑被面積の経年変化

緑被地分類 
昭和 48 年 

(1973) 

昭和 53 年 

(1978) 

昭和 58 年 

(1983) 

昭和 63 年 

(1988) 

平成４年 

(1992) 

平成 15 年 

(2003) 

平成 20 年 

(2008) 

平成 25 年 

(2013) 

平成 30 年 

(2018) 

令和５年 

(2023) 

R05－H30 

の増減 

Ａ１ 林 地 104.61 84.02 79.77 67.28 53.07 34.30 26.04 37.21 32.79 29.35 ▲3.44 

Ａ２ 
公共的施設の 

樹林樹木 
24.46 29.27 40.35 41.95 38.17 33.43 43.71 77.94 74.29 74.87 0.59 

Ａ３ 
公共的施設以

外の樹林樹木 
49.93 40.52 39.12 30.86 41.82 20.96 18.73 73.65 67.99 70.33 2.34 

Ｂ１ 
公共的施設の 

草地 
32.90 33.62 46.93 50.74 48.18 52.36 74.35 52.82 55.50 54.89 ▲0.61 

Ｂ２ 
公共的施設以

外の草地 
136.28 134.70 147.98 133.30 148.73 154.78 149.72 163.96 169.95 166.85 ▲3.10 

Ｃ 農 地 526.38 423.38 394.76 360.95 343.72 268.43 246.46 235.17 212.28 192.71 ▲19.57 

Ｄ 水 面 41.71 41.17 44.58 43.56 47.48 49.69 51.70 49.22 49.21 49.32 0.11 

合 計 916.28 786.68 793.49 728.64 721.17 613.95 610.72 689.98 661.99 638.32 ▲23.68 (ha)

出典：R5年緑被率経年変化調査報告書（朝霞市）
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１ みどりの現況

（２）緑被区分による緑被面積の経年変化

図 緑被区分による緑被面積の経年変化

出典：R5年緑被率経年変化調査報告書（朝霞市）
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１ みどりの現況

図 緑被地の分布（令和5年）
出典：R5年緑被率経年変化調査報告書（朝霞市）
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２ 緑地の現況

（１） 施設緑地

都市公園とは、都市公園法に基づく公

園で、休息や散歩、遊び、運動その他レク
リエーションの場となるとともに、災害
時の避難地・救援活動拠点の確保、多様
な生物の生息・生育環境の確保にも資す

るものです。

本市には、令和５（2023）年度末現在、
街区公園が35箇所、近隣公園が3箇所、
地区公園が3箇所、歴史公園が2箇所、

都市緑地が1箇所、計44箇所で合計
30.86haの都市公園が整備されていま
す。

① 都市公園

番号 公園名 所在地 種別 区域 面積（ha） 

1 北割公園 西原２－８ 街区 市街化 0.28 

2 浜崎公園 浜崎３－４ 街区 市街化 0.15 

3 西久保公園 東弁財２－３ 街区 市街化 0.20 

4 弁財公園 東弁財３－４ 街区 市街化 0.39 

5 南割公園 西弁財１－３ 街区 市街化 0.19 

6 二本松公園 本町１－１６７０－３ 街区 市街化 0.06 

7 越戸公園 栄町１－１５８８－２ 街区 市街化 0.10 

8 上の原公園 幸町３－１１５２－１ 街区 市街化 0.17 

9 泉水公園 泉水２－５９－１ 街区 市街化 0.19 

10 島の上公園 膝折町４－２０４５－１３ 街区 市街化 0.50 

11 あかね公園 本町２丁目９－２ 街区 市街化 0.15 

12 広沢公園 本町３－１０－３ 街区 市街化 0.20 

13 あけぼの公園 仲町 2－24－2 街区 市街化 0.35 

14 南の風公園 本町３－３３－３ 街区 市街化 0.20 

15 水久保公園 根岸台７－１０１２－２１ 街区 市街化 0.85 

16 堂之下公園 大字岡字堂の下五反田４８－６ 街区 市街化調整 0.08 

17 やつじ公園 宮戸３－１０７５ 街区 市街化調整 0.09 

18 五反田公園 大字溝沼１３５２－２ 街区 市街化 0.11 

19 北浦公園 膝折町４－７５８－１ 街区 市街化 0.20 

20 はなみずき公園 栄町１－１５７６－２４ 街区 市街化 0.05 

21 田島公園 田島２－１５７１ 街区 市街化調整 0.72 

22 中道公園 本町 1-107-1 他１筆 街区 市街化 0.35 

23 宮戸大山公園 宮戸３－１０５１－３ 街区 市街化 0.05 

24 いずみ公園 泉水１－２１２３－４ 街区 市街化 0.15 

25 三原公園 三原１丁目２６６番１ 街区 市街化 0.22 

26 宮戸ハケタ公園 宮戸４丁目６０６番２外３筆の一部 街区 市街化 0.19 

27 浜崎峡（ﾊｹ）公園 浜崎４丁目１２６６番１ 街区 市街化 0.09 

28 向山公園 岡３丁目１１５番 街区 市街化 0.22 

29 根岸台自然公園 根岸台８丁目５３１番１外２筆 街区 市街化 0.96 

30 向原公園 根岸台７丁目９４４番１ 街区 市街化 0.22 

31 宮台公園 根岸台３丁目１－１６０ 街区 市街化 0.10 

32 笹橋公園 根岸台３丁目１－１８１ 街区 市街化 0.10 

33 谷中公園 根岸台３丁目１－２６ 街区 市街化 0.10 

34 まぼりみなみ公園 根岸台５丁目１－１ 街区 市街化 0.13 

35 まぼりひがし公園 根岸台５丁目２３－１ 街区 市街化 0.22 

街区公園 計     8.33 

36 北朝霞公園 北原１－３ 近隣 市街化 1.39 

37 滝の根公園 溝沼２－１５８５－２ 近隣 市街化 1.10 

38 内間木公園 大字上内間木５１８－３ 近隣 市街化調整 1.68 

近隣公園 計     4.17 

39 城山公園 岡３－３８６ 地区 市街化 3.49 

40 朝霞中央公園 青葉台１－１４０４－１２ 地区 市街化調整 7.10 

41 青葉台公園 大字膝折２－３０ 地区 市街化調整 3.80 

地区公園 計     14.39 

42 柊塚古墳歴史広場 岡 3 丁目 26 番地内 歴史 市街化 0.52 

43 旧高橋家住宅 根岸台２－６８１ 歴史 市街化 1.02 

歴史公園 計     1.54 

44 上野荒川運動場 大字上内間木地内 都市緑地 市街化調整 2.43 

都市緑地 計     2.43 

都市公園 計     30.86 

表 都市公園の整備状況

出典：みどり公園課資料
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２ 緑地の現況

（１） 施設緑地

都市公園以外の公共施設緑地として、

児童遊園地、市民農園、公的緑地、道路
の緑地帯、自転車通行帯付き歩道のほか、
公的レクリエーション施設と公共的施設
の植栽地があり、それぞれの面積は表に

示す通りです。

② 都市公園以外の施設緑地

表 児童遊園地の整備状況

出典：みどり公園課資料

 名 称 面積（㎡）  名 称 面積（㎡） 

1 栄町児童遊園地 1286.68 34 六道第２児童遊園地 220.88 

2 膝折宿児童遊園地 126.27 35 下の原第２児童遊園地 328.15 

3 岡向山児童遊園地 120.29 36 稲荷山児童遊園地 225.00 

4 つつじ児童遊園地 148.65 37 大屋敷児童遊園地 98.40 

5 霞台・昭和台児童遊園地 92.33 38 栄町第６児童遊園地 115.95 

6 溝沼団地児童遊園地 240.12 39 朝志ヶ丘第２児童遊園地 121.98 

7 すみれ児童遊園地 183.82 40 霞ヶ丘児童遊園地 215.05 

8 さつき児童遊園地 138.87 41 新屋敷児童遊園地 106.65 

9 岡（東洋大）児童遊園地 594.99 42 栄町第７児童遊園地 135.89 

10 ひまわり児童遊園地 132.23 43 宮台児童遊園地 198.00 

11 けやき児童遊園地 258.95 44 堰ノ上児童遊園地 147.69 

12 ひざおり児童遊園地 92.42 45 膝折第３児童遊園地 127.55 

13 宮戸長塚児童遊園地 213.66 46 やつるぎ児童遊園地 160.05 

14 栄町第４児童遊園地 320.61 47 せんずい山児童遊園地 197.16 

15 三原３丁目児童遊園地 149.80 48 宮戸立出児童遊園地 853.92 

16 栄町第３児童遊園地 334.54 49 北中緑地 768.03 

17 栄町第５児童遊園地 110.11 50 新高橋ふれあい広場 305.65 

18 宮戸３丁目児童遊園地 152.90 51 後耕地児童遊園地 468.91 

19 東林橋児童遊園地 120.02 52 宮戸中道児童遊園地 127.49 

20 岡１丁目児童遊園地 136.76 53 栄町第８児童遊園地 250.36 

21 三原１丁目児童遊園地 109.86 54 根岸台４丁目児童遊園地 194.27 

22 膝折町１丁目児童遊園地 154.00 55 三原２丁目児童遊園地 453.00 

23 膝折町２丁目児童遊園地 112.28 56 三原５丁目児童遊園地 276.41 

24 泉水山上児童遊園地 194.63 57 新盛橋広場 167.38 

25 溝沼５丁目児童遊園地 116.57 58 東かすみ台児童遊園地 299.58 

26 泉水山下児童遊園地 145.17 59 緑ヶ丘北児童遊園地 97.81 

27 六道児童遊園地 213.50 60 下の原第３児童遊園地 121.71 

28 根岸通児童遊園地 295.24 61 せんずい山第二児童遊園地 226.07 

29 膝折町４丁目児童遊園地 101.51 62 大瀬戸児童遊園地 202.54 

30 膝折第２児童遊園地 136.68 63 諏訪原児童遊園地 230.60 

31 向山児童遊園地 229.15 64 宮戸道合児童遊園地 509.63 

32 境久保児童遊園地 103.73 65 岡 3 丁目児童遊園地 138.67 

33 幸町３丁目児童遊園地 98.69 児童遊園地（公有地） 計 15,055.46 
       

1 上内間木児童遊園地 595.00 11 宮戸第２児童遊園地 251.64 

2 下内間木児童遊園地 53.98 12 溝沼６丁目児童遊園地 457.08 

3 緑ヶ丘児童遊園地 865.27 13 朝志ヶ丘東児童遊園地 422.65 

4 金剛寺児童遊園地 337.06 14 仲町児童遊園地 790.00 

5 田島児童遊園地 402.97 15 天ヶ久保児童遊園地 398.00 

6 霞台児童遊園地 875.00 16 根岸台６丁目児童遊園地 685.00 

7 宮戸児童遊園地 858.00 17 星の森児童遊園地 2311.00 

8 緑ヶ丘北児童遊園地 443.30 18 黒目児童遊園地 1470.71 

9 根岸児童遊園地 991.88 19 下の原児童遊園地 515.00 

10 郷戸児童遊園地 230.27 児童遊園地（民有地） 計 12,953.81 

合 計 28,009.27 

※緑ヶ丘北児童遊園地については、市有地と民有地が含まれ
ているため、箇所数が65＋19－1＝83箇所となります。
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２ 緑地の現況

（１） 施設緑地
② 都市公園以外の施設緑地

表 公的市民農園の整備状況
番号 名 称 所在地 区 域 面積（㎡） 区画数 

1 浜崎農園 大字浜崎字下谷 19-1 他 市街化調整区域 4,602 211 

2 本町農園 本町 1 丁目 37-48 市街化区域 1,930 54 

3 根岸台農園 根岸台 8 丁目 815-1 の一部 市街化区域 510 30 

4 溝沼農園 大字溝沼字富士下 543 他 市街化調整区域 900 43 

5 青葉台農園 青葉台 1 丁目 3-1 市街化区域 1,736 42 

6 浜崎第 2 農園 大字浜崎字堰免 722 他 市街化調整区域 1,400 70 

合   計 11,078 450 

表 公的緑地の整備状況
番号 名 称 所在地 区 域 面積（㎡） 

1 宮戸３丁目緑地 宮戸３丁目 市街化区域 78 

2 宮戸４丁目緑地 宮戸４丁目 市街化区域 396 

3 根岸台８丁目緑地 根岸台８丁目 市街化区域 5017 

4 （仮称）稲荷山緑地 根岸台８丁目 市街化区域 4,264 

5 向山緑地 岡３丁目 市街化区域 70 

6 公団前緑地 仲町２丁目 市街化区域 49 

7 わくわく田島緑地 大字台字下手町 市街化調整区域 3,000 

8 朝志ヶ丘緑地 朝志ヶ丘１丁目 市街化区域 2,036 

9 浜崎黒目わんぱく広場 大字浜崎字堰免 市街化調整区域 1,000 

10 浜崎黒目花広場 大字浜崎字堰免 市街化調整区域 2,039 

11 ふれあい花壇 大字浜崎 市街化調整区域 4,934 

合   計 22,884 

表 街路樹、公的レクリエーション施設
及び公共的施設の緑被地

施設及び緑被 
市街化区域 

（ha） 

都市計画区域 

（ha） 

街路樹 樹林樹木 0.68 4.05 

レクリエーション施設 樹林樹木 0.28 1.16 

レクリエーション施設 草地 0.00 0.64 

学校 樹林樹木 3.67 9.21 

学校 草地 1.75 2.84 

その他 樹林樹木 1.98 40.47 

その他 草地 2.48 43.07 

    10.84 101.45 

出典：みどり公園課資料

出典：みどり公園課資料

出典：令和５年度緑被率経年変化調査

【補足】
公的レクリエーション施設及び公共的施設の対象

総合体育館、武道館、図書館、市民センター、公民館、
児童館、博物館、溝沼子どもプール、ゆめぱれす（市
民会館）、県職グラウンド、中央公民館・コミュニ
ティセンター、産業文化センター、健康増進センター、
滝の根テニスコート、総合福祉センター

レクリ
エー

ション
施設

市内各小学校、市内各中学校、県立朝霞西高等学校、
県立朝霞高等学校、細田学園グラウンド、武蔵大学グ
ラウンド、東洋大学朝霞校舎、幼稚園

学校

朝霞市役所、埼玉県南西部消防本部、朝霞消防署（訓
練所含む）、朝霞保健所、朝霞税務署、朝霞公共職業
安定所、陸上自衛隊朝霞駐屯地、キャンプ朝霞跡地、
朝霞市クリーンセンター、朝霞調節池、朝霞市各浄水
場、三園浄水工場導水ポンプ場、東京都水道局朝霞浄
水場及び水道用地、あさか向陽園、特別養護老人ホー
ム「朝光苑」、JR武蔵野線北朝霞駅前広場、東武東
上線朝霞駅前広場、わくわく田島緑地、浜崎黒目花広
場、埼玉県朝霞県土整備事務所、保育園

その他

表 民間施設緑地の整備状況

施設及び緑被 
市街化区域 

（ha） 

都市計画区域 

（ha） 

社寺・墓地 樹林樹木 3.00 3.62 

社寺・墓地 草地 0.10 0.31 

    3.09 3.93 

出典：令和５年度緑被率経年変化調査



21

２ 緑地の現況

（１） 施設緑地

備考

箇所
面積
（ha）

一人当たりの

面積（㎡）
箇所

面積
（ha）

一人当たりの

面積（㎡）
全国 埼玉県

街区公園 29 7.44 0.52 35 8.33 0.57 1.23 0.98 1.0

近隣公園 2 2.49 0.17 3 4.17 0.29 0.89 0.73 2.0

地区公園 1 3.49 0.24 3 14.39 0.99 0.74 0.28 1.0

計(Ⅰ) 32 13.42 0.94 41 26.89 1.85 2.86 1.99 4.0

特殊公園 歴史公園(Ⅱ) 2 1.54 0.11 2 1.54 0.11 - - -

0 0.00 0.00 1 2.43 0.17 - - -

34 14.96 1.05 44 30.86 2.12 Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ 10.86 7.20 -

0 0.00 0.00 0 0.00 0.00 - - -

34 14.96 1.05 44 30.86 2.12 Ⅳ+Ⅴ 10.87 7.23 -

15.06 107.65 - - -

3.09 3.93 - - -

33.12 2.32 142.44 9.79 Ⅵ+Ⅶ+Ⅷ - - -

- - -

住区基幹
公園

民間施設緑地　計
(Ⅷ)

都市公園　　計(Ⅳ)

現況（2024年3月末）

市街化区域 市域

市民緑地(Ⅴ)

都市公園+市民緑地　計(Ⅵ)

都市緑地(Ⅲ)

公共施設緑地　計
(Ⅶ)

施設緑地　計

人口 143,017 145,531

近隣住区
モデル
における
標準面積
（㎡/人）

国・県の
一人当たりの

公園面積（㎡/人）
（2023年3月末）

表 施設緑地の総括表

※合計値の少数第二位のズレは小数第三位の四捨五入によるもので、各項目の数値は調書に基づく数値です。
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２ 緑地の現況

（２） 地域制緑地
本市の地域制緑地には、法にもとづくものとして、特別緑地保全地区、近郊緑地保全区域、

生産緑地地区、河川区域があります。また、市の条例によるものとして、保護地区・保護樹林、
朝霞市文化財保護条例に基づく緑地があります。

① 法によるもの

ア．特別緑地保全地区

特別緑地保全地区とは、都市緑地法に基づき、

都市の無秩序な拡大の防止に資する緑地、都市
の歴史的･文化的価値を有する緑地、地域の景観
に優れている又は動植物の生息地、生育地とな
るような緑地等を対象として、都市における緑

地の保全を図ることを目的として定めるもので
す。本市では、令和５（2023）年度末現在、5地
区、2.0haが指定されています。

表 特別緑地保全地区の指定状況
 名 称 所在地 区 域 面積（㎡） 

1 宮戸緑地 宮戸３丁目 市街化 5,471.39 

2 岡緑地 岡３丁目 市街化 4,299.65 

3 郷戸緑地 根岸台８丁目 市街化 4,062.81 

4 新屋敷緑地 根岸台４丁目 市街化 3,048.28 

5 代官水緑地 岡３丁目 市街化 3,808.04 

       20,690.17 

出典：みどり公園課資料

イ．近郊緑地保全区域

近郊緑地保全区域とは、首都圏の近郊整備地帯における緑地の保全や無秩序な市街化の

拡大を防止するため、良好な自然環境を形成している樹林地や水辺地等について、首都圏近
郊緑地保全法により国土交通大臣が指定する区域です。本市では、令和５（2023）年度末現
在、荒川近郊緑地保全区域98.0haが決定されています。
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２ 緑地の現況

（２） 地域制緑地

① 法によるもの

ウ．生産緑地地区・特定生産緑地地区

生産緑地地区とは、市街化区域内の農地等がもつ緑地機能に着目し、公害や災害の防止、

農業と調和した都市環境の保全等に役立つ農地等を計画的に保全し、良好な都市環境の形成
を図るため、生産緑地法に基づき都市計画に生産緑地地区として定める農地等をいいます。

特定生産緑地とは、保全を確実に行うことが良好な都市環境の形成を図る上で特に有効で
あると認められる生産緑地について、買取申出ができるまでの期間を10年延期することで行

為制限を延長するとともに、これまでと同様の税制措置を維持し、都市農地の継続的な保全を
担保する制度です。

平成29（2017）年6月に生産緑地法等が改正されたことにより、生産緑地を特定生産緑地
に指定することや、生産緑地に指定できる農地の面積要件を市の条例で500㎡以上から
300㎡以上に緩和することができるようになり、より多くの都市農地を継続的に保全するこ

とが期待されています。
本市では、令和５（2023）年度末現在、215地区、64.53haを指定しています。

エ．河川区域

河川区域とは、河川法に基づき指定する、河川を管理するために必要な区域で、基本的には

河川の堤防と堤防に挟まれた区間をいいます。
本市には、荒川、新河岸川、黒目川及び越戸川が流れており、それぞれの河川両岸の堤防に

挟まれた区間の面積は、荒川で約126ha、新河岸川で約28ha、黒目川で約24ha、越戸川
で約2ha、合計で約180haとなっています。
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２ 緑地の現況

（２） 地域制緑地

② 市の条例によるもの

ア．保護地区・保護樹木

保護地区･保護樹木とは、朝霞市緑化推進条例に基づき指定する、樹木を保護すべき地区

及び保護すべき樹木です。保護地区は、樹木が集団で生育している面積300㎡以上の土地、
樹木のある神社または寺院の境内等が指定の対象となります。保護樹木は、高さ10m以上で
地上1.2mの高さの幹周が概ね1m以上の樹木や、樹形が特に優れている樹木等が指定の対
象となります。

本市では、令和５（2023）年度末現在、保護地区42地区、7.9ha、保護樹木95本を指定し
ています。（みどり公園課資料）

イ．朝霞市文化財保護条例に基づく緑地

朝霞市文化財保護条例に基づく緑地（都市公園、社寺境内地に計上していない緑地）として、

広沢の池（緑地面積0.06ha）があります。
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２ 緑地の現況

（２） 地域制緑地

表 地域制緑地の総括表

※合計値の少数第二位のズレは小数第三位の四捨五入によるもので、各項目の数値は調書に基づく数値です。

市街化区域 市域

特別緑地保全地区 2.07 2.07

近郊緑地保全区域 0.00 98.00

生産緑地 64.53 64.53

河川区域 0.00 180.00

法によるもの　計 66.60 344.60

保護地区 7.58 7.86

文化財保護条例 0.06 0.06

条例によるもの　計 7.64 7.92

74.24 352.52

0.00 98.00
荒川河川区域と近郊緑地保全区

域の重複

74.24 254.52

現況面積（ha）
備　考

合計

地域制緑地の重複

地域制緑地　　合計
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２ 緑地の現況

（３） 緑地の総面積

表 現況緑地の面積総括表

※合計値の少数第二位のズレは小数第三位の四捨五入によるもので、各項目の数値は調書に基づく数値です。
※面積数値の確認作業を行っている項目があります。

都市公園、都市公園以外の公共施設緑地、民間施設緑地、地域制緑地、市の条例に基づくも

のの面積をまとめると、本市の緑地面積は、令和５（2023）年度末現在で、市域で約388ha、
市街化区域で約102haです。また、区域に占める緑地の割合（緑地率）は、市域で21.1%、市
街化区域で9.4%です。

整備水準 整備水準

個所 面積（ha） (㎡/人) 個所 面積（ha） (㎡/人)

都市公園等　計 34 14.96 1.05 44 30.86 2.12

公共施設緑地　計 - 15.06 1.05 - 107.65 7.40

民間施設緑地　計 - 3.09 0.22 - 3.93 0.27

- 33.12 2.32 - 142.44 9.79

- 74.24 - 254.52

- 0.00 - - 2.43 -
荒川河川区域と上野荒
川運動場の重複

- 107.35 - 394.52

緑地種別

備　考

施設緑地　計

地域制緑地　計

緑地　　総計

整備量 整備量

市域市街化区域

現況(令和6（2024）年3月末)

145,531

1,834

21.5%

施設緑地と
地域制緑地の重複

143,017

1,078

10.0%緑地率（％）

区域面積（ha）

人口（人）
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現行計画における目標値と現況値

■現行計画における都市公園等の目標面積と現況値

現行計画における目標値と令和6年（2024）年3月末の現況値を比較すると
以下の通りです。

■現行計画におけるみどりの目標面積と現況値

  現行計画目標値 

（平成 37 年度） 

（2025 年度） 

現況値 

令和 6 年 3 月末 

（2023 年度末） 

都市公園 
1 人あたり面積（㎡/人） 3.6 2.1 

面積（ha） 49 30.9 

公共施設緑地 
1 人あたり面積（㎡/人） 6.8 7.4 

面積（ha） 93 107.7 

合 計 
1 人あたり面積（㎡/人） 10.4 9.5 

面積（ha） 142 138.5 

    

人 口 
※１ 平成 28 年時点における推計値 

※２ 現況値 
136,000※1 145,531※２ 

 現行計画目標値 
（平成 37 年度） 
（2025 年度） 

現況値 
令和５年 

（2023 年） 

市街地における面積（ha） 
※カッコ内は区域に占める割合（緑被率） 

298 

（28％） 

200.90 

(18.66%) 

都市計画区域における面積（ha） 
※カッコ内は区域に占める割合（緑被率） 

670 

（37%） 

638.32 

（34.80%） 

市街化区域面積（ha） 

／都市計画区域面積（ha） 

1,063 

／1,838 

1,076.51 

／1,834.00 
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みどりのはたらきの分析

みどりの量的な把握に加え、質的な分析を今後進めていく予定です。
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